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きょうは、 京
きょ

都
うと

国
こ く

立
りつ

近
きん

代
だい

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

へ　いく　日
ひ

です。

わたしたちは、 この　ストーリーを　読
よ

むことで、

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

のこと、 美
びじ

術
ゅつ

館
かん

の　中
なか

で　できることや　すごし方
かた

について、

知
し

り、 考
かんが

えることが　できます。

それでは、 美
びじ

術
ゅつ

館
かん

へ　いきましょう！
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京
き ょ う と こ く り つ き ん だ い び じ ゅ つ か ん

都国立近代美術館には、 次
つぎ

のような　作
さ く

品
ひん

が　あります。

京
き ょ

都
う と

や　西
に し に ほ ん

日本で　つくられた

120年
ねん

くらい　まえから　今
こん

日
にち

までの　絵
え

や　彫
ちょう

刻
こ く

などが、

約
やく

1 万
まん

3000点
てん

　あります。

このうち、 150点
てん

ほどを、

季
き

節
せつ

や　テーマごとに　ならべて　展
てん

示
じ

しています （コレクション展
てん

）。

また、 ある期
き

間
かん

だけ　ほかの　美
び じ

術
ゅ つ

館
かん

などから　作
さ く

品
ひん

を　借
か

りて 

展
てん

覧
ら ん

会
かい

が　おこなわれることも　あります （企
き

画
か く

展
てん

）。

これらは、 美
び じ

術
ゅ つ

館
かん

の　中
なか

に　ある 「展
てん

示
じ

室
し つ

」 で　見
み

ることが　できます。

美
び

術
じゅつ

館
か ん

って　どんな　ところ？

作
さく　ひん

品を　つくった　人
ひと

　《 作
さく　ひん

品の　名
な 　 ま え

前 》　作
さく　ひん

品が　つくられた　年
と し

　

という順
じゅんばん

番で　書
か

かれています。

①　竹
た け う ち

内栖
せいほう

鳳　                 《 おぼろ月
づき

 》　          1928年
ねん

②　太
おお

田
た

喜
き

二
じ

郎
ろ う

　              《 洛
ら く

北
ほ く

の農
の う

家
か

 》　       1924 年
ねん

③　富
と み も と

本憲
けんきち

吉　                《 色
いろえか

絵飾
ざ り ば こ

筥 》　          1941 年
ねん

④　ピエト・ モンドリアン　  《 コンポジション 》　   1929 年
ねん
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①

②

③ ④
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美
びじゅつかん

術館へ　いく　まえに、 ウェブサイトを　見
み

ます。

この　ウェブサイトでは、

展
てん

覧
らん

会
かい

や　イベントなどの　さまざまな　情
じょうほう

報を　知
し

ることが　できます。

展
てん

覧
らん

会
かい

の　チケットを、 事
じ

前
ぜん

に　買
か

うことも　できます。

無
む り ょ う

料で　見
み

られる場
ば

合
あい

も　あるので、 ウェブサイトを　よく　確
かく

認
にん

します。

京
きょうとこくりつきんだい

都国立近代美
びじゅつかん

術館の　ウェブサイト （www.momak.go.jp）

美
び

術
じゅつ

館
か ん

へ　いく　まえに



メ モ
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いく　まえに　メモしたいことが　あれば　書
か

きます。
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美
びじゅつかん

術館は、 京
き ょ

都
うと

市
し

の　岡
おか

崎
ざき

公
こ う

園
えん

に　あります。

美
びじゅつかん

術館の　建
たてもの

物は、

平
へい

安
あん

神
じん

宮
ぐう

に　まっすぐ　のびる、　朱
しゅいろ

色の　大
おお

鳥
とり

居
い

の　そばに　あります。

大
おお

鳥
とり

居
い

の　まわりには、

京
き ょ

都
うと

市
し

京
きょう

セラ美
びじゅつかん

術館や　京
き ょ

都
うと

府
ふ

立
りつ

図
と

書
し ょ

館
かん

も　あります。 　　　　　　　　　　　　　　　

美
び

術
じゅつ

館
か ん

に　到
とうちゃく

着！
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美
び

術
じゅつ

館
か ん

への　入
い り

口
ぐ ち

と　傘
か さ

立
た

て

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

の　入
いり

口
ぐち

は、 １階
かい

の　正
しょう

面
めん

に　あります。

長
なが

い　傘
かさ

を　持
も

っているときは、

外
そと

に　おいてある　傘
かさ

立
た

てに　傘
かさ

を　入
い

れ、 カギを　とります。

傘
かさ

立
た

ての　カギは、 なくさないように 

ポケットや　カバンの　中
なか

に　しまいます。



8

入
いり

口
ぐち

に　いく　まえに、 チケットを　買
か

います。

チケット売
う

り場
ば

で　見
み

たい　展
てん

覧
らん

会
かい

の　名
な

前
まえ

を　伝
つた

えて、

チケットを　買
か

い、 受
う

けとります。

無
むり

料
ょ う

で　見
み

られる場
ば

合
あい

も　あるので、

チケット売
う

り場
ば

に　いる　スタッフに　聞
き

きます。

混
こん

雑
ざつ

しているときは、 自
じ

分
ぶん

の　順
じゅん

番
ばん

が　くるまで、

列
れつ

に　ならんで　待
ま

ちます。

チケットを　買
か

う　場
ば

所
し ょ
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エントランスホール

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

の　中
なか

に　入
はい

ると、

展
てん

示
じ

室
しつ

に　つながる　広
ひろ

い　 「エントランスホール」 が　あります。

エントランスホールをはじめ　美
びじ

術
ゅつ

館
かん

の　中
なか

は、

混
こん

雑
ざつ

していたり、 さわがしいことも　あります。

人
ひと

に　ぶつかったり、 転
ころ

んだりすると　ケガをするので、

ゆっくり　歩
ある

きます。  
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インフォメーション

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

には、 わたしたちを　迎
むか

えてくれる、

さまざまな　スタッフが　はたらいています。

なにか　聞
き

きたいことが　あるときや、 助
たす

けが　必
ひつ

要
よう

なときは、

エントランスホールの　「インフォメーション」 を　はじめ、

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

にいる　スタッフに　たずねることが　できます。

そうすれば、 その　スタッフは　よろこんで　手
て

伝
つだ

ってくれます。   
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警
けい

備
び

スタッフ

美
び

術
じゅつ

館
か ん

で　はたらいている　スタッフたち

インフォメーションなど、 建
たてもの

物の　中
なか

に　いる　スタッフ
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コインロッカーは、 エントランスホールに　あります。

コインロッカーを　使
つか

えば、

カバンを　持
も

たないで　展
てん

示
じ

を　見
み

ることが　できます。

コインロッカーの　中
なか

に　カバンを　おいたら、

100 円
えん

玉
だま

を　入
い

れて　カギを　しめます。

とった　カギは、 なくさないように 

ポケットや　おさいふの　中
なか

に　しまいます。

100 円
えん

玉
だま

は、 カギを　あけるときに　戻
もど

ってきます。

コインロッカー
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トイレは、 1 階
かい

の　エントランスホールと、 ４階
かい

に　あります。

だれでも　利
り

用
よう

できます。

トイレ

（1 階
かい

）
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これから、 作
さく

品
ひん

を　見
み

に　展
てん

示
じ

室
しつ

へ　いきましょう！

展
てん

示
じ

室
しつ

は 「企
き

画
かく

展
てん

示
じ

室
しつ

」 （３階
かい

） と

「コレクション ・ ギャラリー」 （４階
かい

） があり、

それぞれ　入
いり

口
ぐち

が　分
わ

かれています。

企
き

画
かく

展
てん

示
じ

室
しつ

へは、 エントランスホールにある　大
おお

階
かい

段
だん

で　いきます。

エレベーターで　いくことも　できます。

企
き

画
か く

展
て ん

示
じ

室
し つ

へ　いくとき
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コレクション ・ ギャラリーへは、

エレベーターで　いくことが　できます。

また、 企
き

画
かく

展
てん

示
じ

を　見
み

たあと、

3階
かい

から　4 階
かい

に　あがるときに　階
かいだん

段で　いくことが　できます。

コレクション・ギャラリーへ　いくとき

（1 階
かい

） （3 階
かい

から 4 階
かい

）
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展
てん

示
じ

室
しつ

に　入
はい

るには、 チケットが　必
ひつ

要
よう

です。

それぞれの　展
てん

示
じ

室
しつ

の　入
いり

口
ぐち

には、 スタッフが　います。

スタッフに　チケットなどを　見
み

せてから、 入
はい

ります。   

チケットは　なくさないようにします。

展
て ん

示
じ

室
し つ

への　入
い り

口
ぐ ち
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コレクション ・ ギャラリー （４階
かい

）

展
て ん

示
じ

室
し つ

展
てん

示
じ

室
しつ

では、 絵
え

や　彫
ちょう

刻
こ く

などの　たくさんの　作
さく

品
ひん

を　見
み

ることが　できます。

展
てん

示
じ

室
しつ

の　中
なか

は、 混
こん

雑
ざつ

していることも　あります。

また、 人
ひと

にも　作
さく

品
ひん

にも　ちょうど　良
よ

い　光
ひかり

にするために、

少
すこ

し　暗
く ら

いところも　あります。
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コレクション ・ ギャラリー （4 階
かい

）

展
て ん

示
じ

室
し つ

の　中
な か

で　作
さ く ひ ん

品を　見
み

るとき

展
てん

示
じ

室
し つ

では、 ゆっくり　歩
ある

き、

話
はな

すときは　小
ちい

さな　声
こ え

で　話
はな

します。

また、 作
さ く

品
ひん

は　とても　大
たい

切
せつ

なもの　です。

よごれたり、 こわれないように、 作
さ く

品
ひん

には　触
さわ

りません。
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作
さく

品
ひん

を　見
み

るときは、 体
からだ

が　作
さく

品
ひん

に　触
ふ

れないように　します。

そのために、 床
ゆか

に　 「さく」 や 　「テープ」 などの　目
めじ

印
るし

が　あります。

写
し ゃ

真
しん

のように、 目
めじ

印
るし

より　うしろに　下
さ

がって　見
み

ます。

作
さく

品
ひん

が　「ガラスの　ケース」 に　入
はい

っているときや、

「台
だい

」 の　上
うえ

に　おかれているときは、

ガラスの　ケースや　台
だい

に　触
さわ

ったり、 よりかからないように　見
み

ます。
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１階
かい

に　ある　「ロビー」 は、

休
やす

むことが　できる　場
ば

所
し ょ

です。

ロビーの　壁
かべ

に　描
えが

かれた　作
さくひん

品は、

自
じ

由
ゆう

に　見
み

ることが　できます。

そのほか、 展
てん

覧
らん

会
かい

や　イベントなどが、 行
おこな

われることも　あります。

ロビー （１階
かい

）

ロビー
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ロビー （4 階
かい

）

４階
かい

に　ある　「ロビー」 も、

休
やす

むことが　できる　場
ば

所
し ょ

です。
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1 階
かい

の　「講
こう

堂
どう

」 では、

展
てんらんかい

覧会や　美
びじゅつ

術についての　お話
はなし

を　聞
き

くことも　あります。

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

で　おこなわれる　イベントや　プログラムに　参
さん

加
か

して、

楽
たの

しむことも　あります。

講
こ う

堂
ど う
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１階
かい

に　ある　「カフェ」 は、

食
し ょ く じ

事をする　場
ば

所
し ょ

です。

おなかが　すいたときは、

料
り ょ

理
うり

や　ケーキなどを　楽
たの

しむことが　できます。

カフェ

c
カ フ ェ

afé d
ド

e 5
ゴ マ ル ゴ

05
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１階
かい

に　ある  「ミュージアムショップ」 は、

展
てん

覧
らん

会
かい

や　作
さく

品
ひん

の　ポストカードや　グッズなどを、

売
う

っている　お店
みせ

です。

お土
みや

産
げ

を　買
か

うことが　できます。

ミュージアムショップ

アールプリュ
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１階
かい

の　入
いり

口
ぐち

の　横
よこ

が、 出
で

口
ぐち

　です。

コインロッカーや　傘
かさ

立
た

てに、

カバンや　傘
かさ

を　あずけている　場
ば

合
あい

は、 忘
わす

れないで　持
も

ち帰
かえ

ります。

出
で

口
ぐ ち
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美
び じ

術
ゅ つ

館
か ん

内
な い

マップ
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美
びじ

術
ゅつ

館
かん

では、 だれもが　楽
たの

しめるように、

さまざまな　プログラムを　用
よう

意
い

しています。

プログラムについての　くわしい　情
じょう

報
ほう

を　知
し

りたいときは、

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

の　ウェブサイトの　「教
きょういくふきゅう

育普及」で　確
かく

認
にん

できます。

ウェブサイト ： www.momak.go.jp/Japanese/education

なにか　確
か く に ん

認したいことが　あるときは、

次
つぎ

の　[ 連
れ ん ら く さ き

絡先 ] に　聞
き

くことが　できます。

[ 連
れ ん ら く さ き

絡先 ]	

電
でん

話
わ

： 075-761-4111 （代
だいひょうばんごう

表番号、 平
へいじつ

日の　10時
じ

から　18時
じ

まで）

メ ー ル ： access ★ ma7.momak.go.jp （★を @
アットマーク

にして送
おく

ります）

住
じゅう

所
し ょ

： 〒 606-8344　京
きょ

都
うと

府
ふ

　京
きょ

都
うと

市
し

　左
さきょう

京区
く

　岡
おか

崎
ざき

円
え ん し ょ う じ

勝寺町
ちょう

　26-1

京
き ょ う と こ く り つ き ん だ い び じ ゅ つ か ん

都国立近代美術館の　情
じょうほう

報

京
きょうとこくりつきんだいびじゅつかん

都国立近代美術館

教
きょういくふきゅう

育普及



メ モ
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美
び

術
じゅつ

館
か ん

を　楽
た の

しむ

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

に　一
いちにちじゅう

日中　いる人
ひと

も　いれば、

短
みじか

い　時
じ

間
かん

を　過
す

ごす人
ひと

も　います。

また、 一
ひと

人
り

で　ひとつの　作
さく

品
ひん

を　じっくりと　見
み

る人
ひと

も、 

だれかと　一
いっ

緒
し ょ

に　作
さく

品
ひん

を　見
み

て、 感
かん

じたことを　伝
つた

えあう人
ひと

も　います。

楽
たの

しみ方
かた

は、 人
ひと

それぞれです。

大
たい

切
せつ

なのは、 わたしたち　それぞれの　ペースで 

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

での　時
じ

間
かん

を　楽
たの

しむことです。   
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最
さい

後
ご

に、 日
に

本
ほん

の　国
こ く

立
りつ

美
びじゅつかん

術館は、 東
とう

京
きょう

・ 京
きょ

都
うと

・ 大
おお

阪
さか

・ 金
かな

沢
ざわ

に

あわせて　７か所
し ょ

　あります。

７つとも、 だれでも　いくことが　できます。

日
に

本
ほん

各
かく

地
ち

の　国
こ く

立
りつ

美
びじゅつかん

術館への　旅
たび

も、 楽
たの

しんでください！

京
きょ

都
うと

国
こく

立
りつ

近
きん

代
だい

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

（京
きょ

都
うと

）

国
こく

立
りつ

国
こく

際
さい

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

（大
おお

阪
さか

）

国
こく

立
りつ

新
しん

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

（東
とうきょう

京・六
ろっ

本
ぽん

木
ぎ

）

国
こく

立
りつ

西
せい

洋
よう

美
びじ

術
ゅつ

館
かん

（東
とうきょう

京・上
うえ

野
の

） 国
こく

立
りつ

映
えい

画
が

アーカイブ （東
とうきょう

京・京
きょうばし

橋） 東
とうきょうこくりつきんだいびじゅつかん

京国立近代美術館 （東
とうきょう

京・竹
たけばし

橋）

国
こく

立
りつ

工
こう

芸
げい

館
かん

（金
かな

沢
ざわ

）
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S
ソ ー シ ャ ル

ocial S
ス ト ー リ ー

tory　はじめて　美
び じ ゅ つ か ん

術館に　いきます。

京
き ょ う と こ く り つ き ん だ い び じ ゅ つ か ん

都国立近代美術館

企
き

画
かく

・ 編
へんしゅう

集	 国
こく

立
りつ

アートリサーチセンター

編
へん

集
しゅう

	 京
きょうとこくりつきんだいびじゅつかん

都国立近代美術館

デ ザ イ ン	 スタビーデザイン
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